



























































































































































































































































































































































































































































































































urn in Republican Constitutionalism
: Left to Right?
　
 
大
森　
秀
臣 
七
〇
-
三
・
四 
（
二
四
六
） 
175
（
七
七
二
）
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
論
に
関
す
る
覚
書
　
―
戦
前
に
お
け
る
学
説
の
検
討
を
中
心
と
し
て
―  
伊
東　
俊
明 
七
〇
-
三
・
四 
（
二
四
六
） 
215
（
七
三
二
）
安
全
保
障
条
項
に
基
づ
く
抗
弁
の
訴
訟
法
上
の
位
置 
李　
　
禎
之 
七
〇
-
三
・
四 
（
二
四
六
） 
277
（
六
七
〇
）
同
時
審
判
の
申
出
の
機
能
と
効
果
に
関
す
る
一
試
論 
濵
田　
陽
子 
七
〇
-
三
・
四 
（
二
四
六
） 
三
五
（
三
一
九
）
捜
査
と
並
行
し
て
実
施
さ
れ
る
内
部
調
査
に
対
す
る
法
的
制
約 
原
田　
和
往 
七
〇
-
三
・
四 
（
二
四
六
） 
299
（
六
四
八
）
逮
捕
の
違
法
と
被
疑
者
勾
留
の
可
否
　
―
逮
捕
前
置
主
義
に
つ
い
て
の
試
論 
小
浦　
美
保 
七
〇
-
三
・
四 
（
二
四
六
） 
319
（
六
二
八
）
連
結
に
お
け
る
イ
ン
サ
イ
ド
・
ベ
イ
シ
ス
と
　
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
・
ベ
イ
シ
ス
：
序
説 
小
塚　
真
啓 
七
〇
-
三
・
四 
（
二
四
六
） 
357
（
五
九
〇
）
G. T
eubner
の
「
抵
触
法
ア
プ
ロ
ー
チ
」：
　
議
論
の
整
理
を
中
心
に 
山
田　
哲
史 
七
〇
-
三
・
四 
（
二
四
六
） 
393
（
五
五
四
）
時
効
中
断
（
更
新
）
の
相
対
効
の
意
義
に
つ
い
て  
嶋
津　
　
元 
七
〇
-
三
・
四 
（
二
四
六
） 
五
一
（
三
三
五
）
イ
ラ
ン
の
核
問
題
と
国
際
法
　
―
包
括
的
共
同
作
業
計
画
（
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
）
と
制
裁
復
活
の
問
題
を
中
心
に
―
958
六
七
四
　
 
浅
田　
正
彦 
七
〇
-
三
・
四 
（
二
四
六
） 一
〇
三
（
三
八
七
）
南
極
条
約
体
制
に
お
け
る
管
轄
権
　
―
将
来
の
対
応
に
向
け
た
前
提
的
考
察
―  
柴
田　
明
穂 
七
〇
-
三
・
四 
（
二
四
六
） 
433
（
五
一
四
）
研
究
ノ
ー
ト
代
位
（Subrogation
）
に
関
す
る
一
考
察
　
―
沿
革
的
・
比
較
的
考
察
　
　
（
ロ
ー
マ
法
・Pothier
・Savigny
・Buckland
）
―  
辻　
　
博
明 
七
〇
-
一 
（
二
四
四
） 
71
（　
八
六
）
緊
急
事
態
に
お
け
る
手
続
き
変
更
・
解
釈
変
更
　
―
マ
ス
ク
・
手
指
消
毒
薬
不
足
に
対
し
て
の
　
　
財
務
省
の
応
答 
―  
小
塚　
真
啓 
 
小
田　
啓
太 
七
〇
-
一 
（
二
四
四
） 
85
（　
七
二
）
債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
義
務
に
関
す
る
一
考
察
　
―
ド
イ
ツ
法
とD
CFR
（
共
通
参
照
枠
草
案
）
を
中
心
に
― 
　
 
辻　
　
博
明 
七
〇
-
二 
（
二
四
五
） 
73
（
二
一
〇
）
判
例
研
究
債
権
執
行
に
お
け
る
差
押
え
に
お
い
て
、
　
そ
の
債
務
者
が
当
該
差
押
え
を
了
知
し
得
る
状
態
に
　
置
か
れ
る
こ
と
が
消
滅
時
効
の
中
断
の
効
力
が
生
ず
る
　
要
件
と
し
て
必
要
か
否
か 
𠮷
岡　
伸
一 
七
〇
-
一 
 
（
二
四
四
） 
三
一
（　
三
一
）
959
六
七
五
地
方
公
共
団
体
の
金
銭
債
権
と
民
事
訴
訟
―
福
岡
地
行
橋
支
判
平
成
29
年
７
月
11
日
　
判
例
地
方
自
治
四
三
九
号
一
〇
六
頁
―  
吉
野　
夏
己 
七
〇
-
一 
 
（
二
四
四
） 
四
三
（　
四
三
）
960
六
七
六
